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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　データ信号に応じて有機発光ダイオードの表示パネルを駆動して映像を表示する際に変
化する前記有機発光ダイオードのしきい値電圧を検出し、検出された各前記しきい値電圧
をサンプル/ホールドした後、単一のＡ／Ｄ変換器によってデジタル信号に変換して出力
するソースドライバーを具備した有機発光ダイオード表示装置の駆動回路において、
　前記ソースドライバーは、
　データ信号やプレチャージ電圧を選択的に出力するＮ個の入力用マルチプレクサーと;
　前記Ｎ個の入力用マルチプレクサーから出力されるデータ信号やプレチャージ電圧をバ
ッファリングして前記データラインに出力するＮ個のバッファーと;
　前記データラインのうちでｋ個ずつのデータラインが入力チャンネルにそれぞれ連結さ
れて、これらを順次に出力端に連結するＭ個のサンプル/ホールド用マルチプレクサーと;
　前記Ｍ個のサンプル/ホールド用マルチプレクサーでそれぞれ出力される該当有機発光
ダイオードのしきい値電圧をそれぞれサンプル/ホールドするＭ個のサンプル/ホールド回
路;を含んで構成されたことを特徴とする有機発光ダイオード表示装置の駆動回路。
【請求項２】
　ソースドライバーは、複数個具備されることを特徴とする請求項１に記載の有機発光ダ
イオード表示装置の駆動回路。
【請求項３】
　複数個のソースドライバーは、同時に有機発光ダイオードのしきい値電圧を検出するこ
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とを特徴とする請求項２に記載の有機発光ダイオード表示装置の駆動回路。
【請求項４】
　ソースドライバーは前記有機発光ダイオードのしきい値電圧を検出して、サンプル/ホ
ールドした後にデジタル信号に変換して、メモリーに保存する動作を１水平ラインに対し
てｋ回遂行して、１フレームに対して前記表示パネルの水平ライン数に相応される程度に
繰り返し遂行することを特徴とする請求項１に記載の有機発光ダイオード表示装置の駆動
回路。
【請求項５】
　前記表示パネル上で各データラインと有機発光ダイオードとの間に連結されたしきい値
電圧検出用トランジスターを水平ライン単位で順次にターンオンさせて、プレチャージ電
圧を供給して、しきい値電圧を検出するようにするしきい値電圧検出制御部を含んで構成
されたことを特徴とする請求項１に記載の有機発光ダイオード表示装置の駆動回路。
【請求項６】
　前記Ｍ個のサンプル/ホールド回路でサンプル/ホールドされる有機発光ダイオードのし
きい値電圧をデジタル信号に変換するＡ/Ｄ変換器をさらに具備して構成されたことを特
徴とする請求項１に記載の有機発光ダイオード表示装置の駆動回路。
【請求項７】
　プレチャージ電圧は、有機発光ダイオードの元々のしきい値電圧より高いことを特徴と
する請求項１に記載の有機発光ダイオード表示装置の駆動回路。
【請求項８】
　プレチャージ電圧は、すべてのデータラインに同時に出力されることを特徴とする請求
項１に記載の有機発光ダイオード表示装置の駆動回路。
【請求項９】
　Ｎ個の入力用マルチプレクサーは、前記Ｍ個のサンプル/ホールド用マルチプレクサー
でスイッチング動作がなされる度にプレチャージ電圧を選択して出力することを特徴とす
る請求項１に記載の有機発光ダイオード表示装置の駆動回路。
【請求項１０】
　Ｍ個のサンプル/ホールド用マルチプレクサーは、サンプル/ホールド選択信号が入力さ
れる度にｋ個の入力チャンネルのうちで一つを順次に選択して出力端に連結することを特
徴とする請求項１に記載の有機発光ダイオード表示装置の駆動回路。
【請求項１１】
　Ｍ個のサンプル/ホールド回路は、前記Ｍ個のサンプル/ホールド用マルチプレクサーの
出力端に１対１に対応されるように設置されたことを特徴とする請求項１に記載の有機発
光ダイオード表示装置の駆動回路。
【請求項１２】
　Ａ/Ｄ変換器は、一回のプレチャージ動作がなされる度に前記Ｍ個のサンプル/ホールド
回路でそれぞれサンプル/ホールドされるＭ個の有機発光ダイオードのしきい値電圧を順
次にデジタル信号に変換することを特徴とする請求項６に記載の有機発光ダイオード表示
装置の駆動回路。
【請求項１３】
　現在選択された水平ライン上の有機発光ダイオードをデータラインを通じてプレチャー
ジさせた後Ｋ個のデータラインずつ入力チャンネルに連結されたＭ個のサンプル/ホール
ド用マルチプレクサーにとって一番目チャンネルを通じてＭ個のしきい値電圧を読み込む
ようにさせる段階と;
　前記Ｍ個のサンプル/ホールド用マルチプレクサーに１対１に対応されるように設置さ
れたサンプル/ホールド回路を通じて前記読み込んだＭ個のしきい値電圧をそれぞれサン
プル/ホールドした後単一のＡ/Ｄ変換器を通じてデジタル信号に変換してメモリーに保存
する段階と;
　前記Ｍ個のサンプル/ホールド用マルチプレクサーのスイッチング動作を制御してＫ番
目チャンネルまで順次に通じて前記のようにＭ個のしきい値電圧を読み込んでその度に読



(3) JP 5462766 B2 2014.4.2

10

20

30

40

50

み込んだしきい値電圧をサンプル/ホールド及びデジタル信号に変換してメモリーに保存
する段階と;
　前記のような過程を通じて一番目水平ラインに配列された有機発光ダイオードのしきい
値電圧を読み込んでメモリーに保存した後次の水平ラインに配列された有機発光ダイオー
ドに対しても前記の過程を繰り返し遂行して、表示パネルに配列されたすべての有機発光
ダイオードのしきい値電圧値をメモリーに保存する段階と;
　表示パネルを駆動させて映像をディスプレイする時前記メモリーに保存された各有機発
光ダイオードのしきい値電圧に基づいてデータ信号を償って出力する段階;でなされるこ
とを特徴とする有機発光ダイオード表示装置の駆動方法。
【請求項１４】
　データ信号を償って出力する時に複数回にかけて検出されたしきい値電圧の平均値に基
づいてデータ信号を償って出力することを特徴とする請求項１３に記載の有機発光ダイオ
ード表示装置の駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、有機発光ダイオード(ＯＬＥＤ)ディスプレイパネルの駆動技術に関するもの
であり、特に、有機発光ダイオードのしきい値電圧が変化されることを検出して自動で補
償するにおいて、より少ない個数のサンプル/ホールド回路を使用できるようにした有機
発光ダイオード表示装置の駆動回路及び方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　図１は、従来技術による有機発光ダイオード表示装置を概略的に示したブロック図とし
てこれに示したところのように、ゲートライン(ＧＬ)とデータライン(ＤＬ)の交差領域に
それぞれ配列された画素１１を具備して、映像を表示する表示パネル１０と;前記表示パ
ネル１０のゲートライン(ＧＬ１～ＧＬｎ)を駆動するゲートドライバー(Gate Driver IC)
２０と;前記表示パネル１０のデータライン(ＤＬ１～ＤＬｎ)を駆動するソースドライバ
ー(Source Driver IC)３０と;前記表示パネル１０の有機発光ダイオードをプレチャージ
させた後、しきい値電圧を検出するためのしきい値電圧検出制御部４０を具備する。
【０００３】
　表示パネル１０には有機発光ダイオードを含む画素１１がマトリックス形態に配列され
ているし、これらはゲートライン(ＧＬ１～ＧＬｎ)にゲート信号が供給される時にデータ
ライン(ＤＬ１～ＤＬｎ)から供給されるデータ信号に相応される光を発生するようになる
。
【０００４】
　このために、ゲートドライバー２０は、前記表示パネル１０上のゲートライン(ＧＬ１
～ＧＬｎ)にゲート信号を順次に供給して、これによってそのゲートライン(ＧＬ１～ＧＬ
ｎ)が順次に駆動される。また、ソースドライバー３０は外部から供給されるデジタルデ
ータ信号をアナログのデータ信号に変換して、その変換されたアナログのデータ信号を前
記ゲート信号に同期してデータライン(ＤＬ１～ＤＬｎ)に供給する。
【０００５】
　前記表示パネル１０上にマトリックス形態で配列された画素１１の駆動作用をもうすこ
し詳しく説明すれば次のようである。
【０００６】
　ゲートドライバー２０は表示パネル１０のゲートライン(ＧＬ１～ＧＬｎ)にゲート信号
を順次に出力して、これに同期してソースドライバー３０はデータライン(ＤＬ１～ＤＬ
ｎ)にデータ信号を出力する。
【０００７】
　この時、一番目のゲートライン(ＧＬ１)に供給されるゲート信号によって一番目の水平
ライン上のスイッチングトランジスター(ＴＦＴ－Ｓ)がターンオンされる。これによって
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、前記データライン(ＤＬ１～ＤＬｎ)を通じて供給されるデータ信号が前記スイッチング
トランジスター(ＴＦＴ－Ｓ)を通じて駆動トランジスター(ＴＦＴ－Ｄ)のゲートにそれぞ
れ供給されて、その駆動トランジスター(ＴＦＴ－Ｄ)がターンオンされる。よって、前記
駆動トランジスター(ＴＦＴ－Ｄ)を通じて有機発光ダイオード(ＯＬＥＤ)にデータ信号に
相応される駆動電流が供給されて、該当明るさで発光するようになる。ところが、前記ス
イッチングトランジスター(ＴＦＴ－Ｓ)を通じて供給されるデータ信号は前記駆動トラン
ジスター(ＴＦＴ－Ｄ)のゲートとソースとの間に連結されたコンデンサー(Ｃ)に１フレー
ム時間の間に充電される。これによって、前記駆動トランジスター(ＴＦＴ－Ｄ)が１フレ
ームの間にターンオン状態を維持して、これによって該当有機発光ダイオード(ＯＬＥＤ)
が１フレームの間に発光状態を維持するようになる。
【０００８】
　以後、残り水平ラインの有機発光ダイオード(ＯＬＥＤ)も前記のような過程を通じて順
次に発光されるので、表示パネル１０のすべての有機発光ダイオード(ＯＬＥＤ)が１フレ
ーム間に発光するようになる。このような動作は秒当たりの所定フレームにかけて連続的
に遂行される。
【０００９】
　そして、前記有機発光ダイオード(ＯＬＥＤ)は、固有の色相(Red、Green、Blue)のうち
で一つの色相を現わす有機発光ダイオードとして単位ピクセル内の他の有機発光ダイオー
ド(ＯＬＥＤ)との組み合わせによって目的とした色相を現わすようになる。
【００１０】
　ところが、前記有機発光ダイオード(ＯＬＥＤ)は時間が経過されることによって徐々に
劣化されてしきい値電圧(Ｖｔｈ)の値が変化される。これによって、有機発光ダイオード
(ＯＬＥＤ)に同一な駆動電流が供給されても使用時間が長くなるほど明るさが徐々に変化
される。
【００１１】
　したがって、前記有機発光ダイオード(ＯＬＥＤ)のしきい値電圧(Ｖｔｈ)の値が変化さ
れることに対応して、データ信号を補償処理していつも一定な明るさで発光するようにし
ているが、このような従来のしきい値電圧補償動作を、図２を参照して説明すれば次のよ
うである。
【００１２】
　前記表示パネル１０で各水平ライン上の有機発光ダイオード(ＯＬＥＤ)のアノードを、
しきい値電圧検出用トランジスター(ＴＦＴ－Ｖ)を通じて該当データライン(ＤＬ)にそれ
ぞれ連結して、前記しきい値電圧検出用トランジスター(ＴＦＴ－Ｖ)のゲートをしきい値
電圧検出制御部４０のしきい値電圧補償制御ライン(ＣＬ)に共通で連結する。
【００１３】
　そして、前記ソースドライバー３０は前記しきい値電圧検出用トランジスター(ＴＦＴ
－Ｖ)をそれぞれ通じて検出される有機発光ダイオード(ＯＬＥＤ)のしきい値電圧(Ｖｔｈ
)をサンプル/ホールドするサンプル/ホールド回路(Ｓ/Ｈ1～Ｓ/Ｈｎ)を前記データライン
(ＤＬ１～ＤＬｎ)の数に対応されるように具備して、前記サンプル/ホールド回路(Ｓ/Ｈ1
～Ｓ/Ｈｎ)をそれぞれ通じてサンプル/ホールドされたアナログのしきい値電圧をデジタ
ル信号に変換してメモリーに保存するためのアナログ(Ａ)/デジタル(Ｄ)変換器３１を具
備する。
【００１４】
　パワーがオンされて表示パネル１０に画像がディスプレイされる以前にまたはスタンバ
イ状態で、しきい値電圧検出制御部４０はゲートライン(または、水平ライン)(ＧＬ１～
ＧＬｎ)に相応されるように設置されたしきい値電圧補償制御ライン(ＣＬ１～ＣＬｎ)に
順次に制御信号を出力して、これによって該当水平ラインのしきい値電圧検出用トランジ
スター(ＴＦＴ－Ｖ)が順次にターンオンされる。
【００１５】
　一番目のしきい値電圧補償制御ライン(ＣＬ１)に制御信号が供給されて、一番目水平ラ
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インのしきい値電圧検出用トランジスター(ＴＦＴ－Ｖ)がターンオンされる時、ソースド
ライバー３０では各バッファー(ＢＵＦ１～ＢＵＦｎ)を通じて前記データライン(ＤＬ１
～ＤＬｎ)にプレチャージ電圧を出力する。よって、前記プレチャージ電圧が前記しきい
値電圧検出用トランジスター(ＴＦＴ－Ｖ)を通じて該当有機発光ダイオード(ＯＬＥＤ)の
アノードに供給される。
【００１６】
　これから所定時間が経過されて前記有機発光ダイオード(ＯＬＥＤ)でのプレチャージ電
圧が充分に放電された後、サンプル/ホールド回路(Ｓ/Ｈ1～Ｓ/Ｈｎ)は前記しきい値電圧
検出用トランジスター(ＴＦＴ－Ｖ)及び該当データライン(ＤＬ)を通じて検出される前記
有機発光ダイオード(ＯＬＥＤ)のしきい値電圧(Ｖｔｈ)をそれぞれサンプル/ホールドす
る。このようにサンプル/ホールドされたアナログのしきい値電圧(Ｖｔｈ)は、Ａ/Ｄ変換
器３１を通じてデジタル信号に変換されてメモリーに保存される。
【００１７】
　以後、前記のようなしきい値電圧検出動作が次の水平ラインに対して順次に遂行されて
、その時ごとに前記のような過程を通じて該当有機発光ダイオード(ＯＬＥＤ)のしきい値
電圧(Ｖｔｈ)がデジタル信号に変換されてメモリーに保存される。
【００１８】
　前記のようなしきい値電圧検出動作が終わった後、前記表示パネル１０の映像ディスプ
レイモードで、前記ソースドライバー３０は外部から供給されるＲ、Ｇ、Ｂデータに対応
されるデータ信号を、前記データライン(ＤＬ１～ＤＬｎ)を通じて前記有機発光ダイオー
ド(ＯＬＥＤ)に出力する時、前記メモリーに保存されたしきい値電圧値を参照して、元々
のしきい値電圧レベルに比べて変化されたレベルに相応されるように償って出力する。
【００１９】
　したがって、前記有機発光ダイオード(ＯＬＥＤ)がしきい値電圧変化にかかわらずいつ
も一定な明るさで発光するようになる。
【００２０】
　このように従来の有機発光ダイオード表示装置のしきい値電圧補償回路においては有機
発光ダイオードのしきい値電圧を補償するためにしきい値電圧を検出する時データライン
数に相応される個数のサンプル/ホールド回路を使用するようになっているので、チップ
サイズが増加されて消費電流が増加されるなどの問題点があった。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００２１】
　したがって、本発明が解決しようとする課題は、有機発光ダイオード表示装置の表示パ
ネル上に配列された有機発光ダイオードのしきい値電圧を補償するためにしきい値電圧を
検出する時より少ない個数のサンプル/ホールド回路を使って検出できるようにすること
にある。
【００２２】
　望ましくは、より少ない個数のサンプル/ホールド回路を使用する代わりにサンプル/ホ
ールド回路のせん断にマルチプレクサーを使用する。
【００２３】
　本発明が解決しようとする課題は、前で言及した課題に制限されない。本発明の他の解
決課題及び長所は以下の説明によってさらに明らかに理解されるであろう。
【課題を解決するための手段】
【００２４】
　前記のような課題を達成するための本発明は、
　データ信号に応じて有機発光ダイオードの表示パネルを駆動して映像を表示する際に変
化する前記有機発光ダイオードのしきい値電圧を検出し、検出された各前記しきい値電圧
をサンプル/ホールドした後、単一のＡ／Ｄ変換器によってデジタル信号に変換して出力
するソースドライバーを具備した有機発光ダイオード表示装置の駆動回路において、
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　前記ソースドライバーは、
　データ信号やプレチャージ電圧を選択的に出力するＮ個の入力用マルチプレクサーと;
　前記Ｎ個の入力用マルチプレクサーから出力されるデータ信号やプレチャージ電圧をバ
ッファリングして前記データラインに出力するＮ個のバッファーと;
　前記データラインのうちでｋ個ずつのデータラインが入力チャンネルにそれぞれ連結さ
れて、これらを順次に出力端に連結するＭ個のサンプル/ホールド用マルチプレクサーと;
　前記Ｍ個のサンプル/ホールド用マルチプレクサーでそれぞれ出力される該当有機発光
ダイオードのしきい値電圧をそれぞれサンプル/ホールドするＭ個のサンプル/ホールド回
路;を含んで構成することを特徴とする。
【００２５】
　前記のような課題を達成するためのまた他の本発明は、
　現在選択された水平ライン上の有機発光ダイオードを、データラインを通じてプレチャ
ージさせた後Ｋ個のデータラインずつ入力チャンネルに連結されたＭ個のサンプル/ホー
ルド用マルチプレクサーにとって一番目チャンネルを通じてＭ個のしきい値電圧を読み込
むようにさせる段階と;
　前記Ｍ個のサンプル/ホールド用マルチプレクサーに１対１に対応されるように設置さ
れたサンプル/ホールド回路を通じて前記読み込んだＭ個のしきい値電圧をそれぞれサン
プル/ホールドした後単一のＡ/Ｄ変換器を通じてデジタル信号に変換してメモリーに保存
する段階と;
　前記Ｍ個のサンプル/ホールド用マルチプレクサーのスイッチング動作を制御してＫ番
目チャンネルまで順次に通じて前記のようにＭ個のしきい値電圧を読み込んで、その度に
読み込んだしきい値電圧をサンプル/ホールド及びデジタル信号に変換してメモリーに保
存する段階と;
　前記のような過程を通じて一番目水平ラインに配列された有機発光ダイオードのしきい
値電圧値を読み込んでメモリーに保存した後次の水平ラインに配列された有機発光ダイオ
ードに対しても前記の過程を繰り返し遂行して、表示パネルに配列されたすべての有機発
光ダイオードのしきい値電圧値をメモリーに保存する段階と;
　表示パネルを駆動させて、映像をディスプレイする時前記メモリーに保存された各有機
発光ダイオードのしきい値電圧値に基づいてデータ信号を償って出力する段階;でなされ
ることを特徴とする。
【発明の効果】
【００２６】
　本発明は、すべてのデータラインに対応されるようにサンプル/ホールド回路を具備し
て、有機発光ダイオードのしきい値電圧を検出するものではなく、いくつかのマルチプレ
クサーを通じてｋ個のデータラインを選択的に連結して、その時ごとに検出されるしきい
値電圧を該当サンプル/ホールド回路を通じてサンプル/ホールドするようにすることで、
使用されるサンプル/ホールド回路の個数を大幅で減らすことができるようになるし、こ
れによってチップサイズ及び消費電力が減る効果がある。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
【図１】従来技術による有機発光ダイオード表示装置を概略的に示したブロック図である
。
【図２】従来技術による有機発光ダイオード表示装置の駆動回路のブロック図である。
【図３】本発明による有機発光ダイオード表示装置の駆動回路のブロック図である。
【図４】(a)-(h)は、図３の各部に対する波形図である。
【図５】本発明の有機発光ダイオード表示装置の駆動方法に対する制御流れ図である。
【発明を実施するための形態】
【００２８】
　以下、添付した図面を参照して本発明の望ましい実施例を詳しく説明すれば次のようで
ある。
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【００２９】
　図３は、本発明による有機発光ダイオード表示装置の駆動回路のブロック図として、こ
れに示したところのように、表示パネル１０、ゲートドライバー２０、ソースドライバー
３０及びしきい値電圧検出制御部４０で構成する。
【００３０】
　そして、前記ソースドライバー３０は本発明によってＮ個の入力用マルチプレクサー３
１Ａ～３１Ｎ、Ｎ個のバッファー３２Ａ～３２Ｎ、Ｍ個のサンプル/ホールド用マルチプ
レクサー３３Ａ～３３Ｍ、Ｍ個のサンプル/ホールド回路３４Ａ～３４Ｍ及びＡ/Ｄ変換器
３５を含んで構成する。
【００３１】
　映像をディスプレイする時、ゲートドライバー２０は表示パネル１０のゲートライン(
ＧＬ１～ＧＬｎ)にゲート信号を順次に出力して、これに同期してソースドライバー３０
は内部の入力用マルチプレクサー３１Ａ～３１Ｎ)及びバッファー３２Ａ～３２Ｎを通じ
てデータライン(ＤＬ１～ＤＬｎ)にデータ信号(Data)を出力する。
【００３２】
　先ず、一番目ゲートライン(ＧＬ１)に供給されるゲート信号によって一番目水平ライン
上のスイッチングトランジスター(ＴＦＴ－Ｓ)がターンオンされる。これによって、前記
データライン(ＤＬ１～ＤＬｎ)を通じて供給されるデータ信号(Data)が前記スイッチング
トランジスター(ＴＦＴ－Ｓ)を通じて駆動トランジスター(ＴＦＴ－Ｄ)のゲートにそれぞ
れ供給されて、その駆動トランジスター(ＴＦＴ－Ｄ)がターンオンされる。よって、前記
駆動トランジスター(ＴＦＴ－Ｄ)を通じて有機発光ダイオード(ＯＬＥＤ)にデータ信号(D
ata)に相応される駆動電流が供給されて、該当明るさで発光するようになる。
【００３３】
　前記スイッチングトランジスター(ＴＦＴ－Ｓ)を通じて供給されるデータ信号(Data)は
、前記駆動トランジスター(ＴＦＴ－Ｄ)のゲートとソースとの間に連結されたコンデンサ
ー(Ｃ)に１フレーム間充電される。これによって、前記駆動トランジスター(ＴＦＴ－Ｄ)
が１フレームの間にターンオン状態を維持して、これによって該当有機発光ダイオード(
ＯＬＥＤ)が１フレームの間に発光状態を維持するようになる。
【００３４】
　以後、残り水平ラインの有機発光ダイオード(ＯＬＥＤ)も前記のような過程を通じて順
次に発光されるので、表示パネル１０のすべての有機発光ダイオード(ＯＬＥＤ)が１フレ
ーム間に発光するようになる。このような動作は秒当たり所定フレームにかけて連続的に
遂行される。
【００３５】
　そして、前記有機発光ダイオード(ＯＬＥＤ)は、固有の色相(Red、Green、Blue)のうち
で一つの色相を現わす有機発光ダイオードとして単位ピクセル内の他の有機発光ダイオー
ド(ＯＬＥＤ)との組み合わせによって目的とした色相を現わすようになる。
【００３６】
　ところが、前記有機発光ダイオード(ＯＬＥＤ)は、時間が経過されることによってだん
だん劣化されて、しきい値電圧(Ｖｔｈ)の値が変化される。これによって、有機発光ダイ
オード(ＯＬＥＤ)に同一な駆動電流が供給されても使用時間が長くなるほど明るさレベル
がだんだん低くなるようになる。
【００３７】
　したがって、前記有機発光ダイオード(ＯＬＥＤ)のしきい値電圧(Ｖｔｈ)の値が変化さ
れることを検出して、その検出結果によってデータ信号を補償処理していつも一定な明る
さで発光するようにするが、本発明によってしきい値電圧を検出する動作を図４を参照し
て説明すれば次のようである。
【００３８】
　パワーがオンされて表示パネル１０に画像がディスプレイされる以前にまたはスタンバ
イ状態で、しきい値電圧検出制御部４０はゲートライン(または、水平ライン)(ＧＬ１～
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ＧＬｎ)に相応されるように配列された、しきい値電圧補償制御ライン(ＣＬ１～ＣＬｎ)
に順次に制御信号を出力して、これによって該当水平ラインのしきい値電圧検出用トラン
ジスター(ＴＦＴ－Ｖ)が順次にターンオンされる。
【００３９】
　先ず、一番目しきい値電圧補償制御ライン(ＣＬ１)に制御信号が供給されて一番目水平
ラインのしきい値電圧検出用トランジスター(ＴＦＴ－Ｖ)がターンオンされる。
【００４０】
　このような状態で、ソースドライバー３０では入力用マルチプレクサー３１Ａ～３１Ｎ
に図４の(a)のような一番目のプレチャージイネーブル信号(ＥＮ＿Ｐ/Ｃ)を供給する。こ
れによって、図４の(g)のようなプレチャージ電圧(Pre-Charge)が前記入力用マルチプレ
クサー３１Ａ～３１Ｎ、バッファー３２Ａ～３２Ｎ、データライン(ＤＬ１～ＤＬｎ)及び
しきい値電圧検出用トランジスター(ＴＦＴ－Ｖ)を通じて表示パネル１０上の一番目水平
ラインに位置した有機発光ダイオード(ＯＬＥＤ)に伝達されてプレチャージされる。この
時、サンプル/ホールド用マルチプレクサー３３Ａ～３３Ｍに図４の(c)のようなサンプル
/ホールド選択信号(ＳＥＬ＿Ｓ/Ｈ)が供給される。前記プレチャージ電圧は有機発光ダイ
オード(ＯＬＥＤ)の元々のしきい値電圧より高く設定することが望ましい。
【００４１】
　ところが、前記サンプル/ホールド用マルチプレクサー３３Ａ～３３ＭはＮ個のデータ
ライン(ＤＬ１～ＤＬｎ)に対してＫ個のデータライン当たり一つずつ総Ｍ個が設置されて
いる。そして、前記サンプル/ホールド用マルチプレクサー３３Ａ～３３Ｍは、前記サン
プル/ホールド選択信号(ＳＥＬ＿Ｓ/Ｈ)によって入力を順次に選択して出力する。
【００４２】
　したがって、前記のような状態で前記サンプル/ホールド用マルチプレクサー３３Ａ～
３３Ｍは、前記しきい値電圧検出用トランジスター(ＴＦＴ－Ｖ)及びデータラインをそれ
ぞれ通じて入力される有機発光ダイオード(ＯＬＥＤ)のしきい値電圧(Ｖｔｈ)のうちから
一番目入力端子に入力されるしきい値電圧(Ｖｔｈ)をそれぞれ選択して、サンプル/ホー
ルド回路３４Ａ～３４Ｍに出力するようになる。
【００４３】
　この時、前記サンプル/ホールド回路３４Ａ～３４Ｍに図４の(b)のようなサンプル/ホ
ールドイネーブル信号(ＥＮ＿Ｓ/Ｈ)がそれぞれ供給されて入力されたしきい値電圧をサ
ンプル/ホールドする。そして、前記サンプル/ホールド回路３４Ａ～３４Ｍは図４の(e)
のような伝送イネーブル信号(ＥＮ＿Ｔｒａｎｓ)に同期して、サンプル/ホールドされた
しきい値電圧をＡ/Ｄ変換器３５に出力する。よって、前記Ａ/Ｄ変換器３５は前記サンプ
ル/ホールド回路３４Ａ～３４Ｍ)から入力されるサンプル/ホールドされたしきい値電圧
をデジタル信号に変換するようになって、このように変換されたしきい値電圧がメモリー
に保存される。
【００４４】
　以後、前記ソースドライバー３０では入力用マルチプレクサー３１Ａ～３１Ｎに二番目
のプレチャージイネーブル信号(ＥＮ＿Ｐ/Ｃ)を供給する。これによって、前記プレチャ
ージ電圧(Pre-Charge)が表示パネル１０上の一番目水平ラインに位置した有機発光ダイオ
ード(ＯＬＥＤ)に伝達されて再びプレチャージされる。この時、前記サンプル/ホールド
用マルチプレクサー３３Ａ～３３Ｍに前記サンプル/ホールド選択信号(ＳＥＬ＿Ｓ/Ｈ)が
供給される。よって、前記サンプル/ホールド用マルチプレクサー３３Ａ～３３Ｍは二番
目入力端子に入力されるしきい値電圧(Ｖｔｈ)をそれぞれ選択してサンプル/ホールド回
路３４Ａ～３４Ｍに出力するようになる。このように選択された前記しきい値電圧(Ｖｔ
ｈ)が前記説明でのようにサンプル/ホールド回路３４Ａ～３４Ｍを通じてそれぞれサンプ
ル/ホールドされて、Ａ/Ｄ変換器３５を通じてデジタル信号に変換された後メモリーに保
存される。
【００４５】
　以後にも前記のような動作が繰り返し遂行されて、サンプル/ホールド用マルチプレク
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サー３３Ａ～３３Ｍでｋ番目入力端子に入力されるしきい値電圧(Ｖｔｈ)をそれぞれ選択
して、前記のような過程を通じてメモリーに保存することで、１水平ラインの有機発光ダ
イオード(ＯＬＥＤ)に対するしきい値電圧検出動作が完了される。
【００４６】
　引き続いて、二番目水平ラインから最後の水平ラインの有機発光ダイオード(ＯＬＥＤ)
に対しても前記のような過程を通じてしきい値電圧(Ｖｔｈ)を検出してメモリーに保存す
ることでしきい値電圧検出動作が完了される。
【００４７】
　以後、前記表示パネル１０の正常動作モードでデータ信号を出力する時、前記ソースド
ライバー３０は前記メモリーに保存された各有機発光ダイオード(ＯＬＥＤ)のしきい値電
圧の値を参照して、元々のしきい値電圧レベルに比べて変化された程度に補償処理して出
力する。これによって、前記有機発光ダイオード(ＯＬＥＤ)のしきい値電圧変化にかかわ
らずいつも一定な明るさで発光するようになる。
【００４８】
　前記サンプル/ホールド用マルチプレクサー３３Ａ～３３Ｍのしきい値電圧選択動作に
対して、表示パネル１０のデータライン数が総９個(ＤＬ１～ＤＬ９)であり、３個のデー
タライン当たり１個のサンプル/ホールド用マルチプレクサーが割り当てされて、総３個
のサンプル/ホールド用マルチプレクサーが使用された場合、一番目水平ラインの有機発
光ダイオード(ＯＬＥＤ)のしきい値電圧(Ｖｔｈ)を検出する過程を例にして説明すれば次
のようである。
【００４９】
　一番目のプレチャージイネーブル信号(ＥＮ＿Ｐ/Ｃ)が供給された後、第１サンプル/ホ
ールド用マルチプレクサーではデータライン(ＤＬ１)を通じて入力されるしきい値電圧(
Ｖｔｈ)を、第２サンプル/ホールド用マルチプレクサーではデータライン(ＤＬ４)を通じ
て入力されるしきい値電圧(Ｖｔｈ)を、第３サンプル/ホールド用マルチプレクサーでは
データライン(ＤＬ７)を通じて入力されるしきい値電圧(Ｖｔｈ)をそれぞれ選択して出力
する。
【００５０】
　二番目のプレチャージイネーブル信号(ＥＮ＿Ｐ/Ｃ)が供給された後、第１サンプル/ホ
ールド用マルチプレクサーではデータライン(ＤＬ２)を通じて入力されるしきい値電圧(
Ｖｔｈ)を、第２サンプル/ホールド用マルチプレクサーではデータライン(ＤＬ５)を通じ
て入力されるしきい値電圧(Ｖｔｈ)を、第３サンプル/ホールド用マルチプレクサーでは
データライン(ＤＬ８)を通じて入力されるしきい値電圧(Ｖｔｈ)をそれぞれ選択して出力
する。
【００５１】
　三番目のプレチャージイネーブル信号(ＥＮ＿Ｐ/Ｃ)が供給された後、第１サンプル/ホ
ールド用マルチプレクサーではデータライン(ＤＬ３)を通じて入力されるしきい値電圧(
Ｖｔｈ)を、第２サンプル/ホールド用マルチプレクサーではデータライン(ＤＬ６)を通じ
て入力されるしきい値電圧(Ｖｔｈ)を、第３サンプル/ホールド用マルチプレクサーでは
データライン(ＤＬ９)を通じて入力されるしきい値電圧(Ｖｔｈ)をそれぞれ選択して出力
する。
【００５２】
　仮に、前記有機発光ダイオード表示パネル１０を駆動するためにＸ個のソースドライバ
ーが必要な場合、そのＸ個のソースドライバーは同時に前記のような過程を通じて有機発
光ダイオード(ＯＬＥＤ)のしきい値電圧を検出するようになる。そして、前記表示パネル
１０の水平ライン数がＹ個である場合、前記Ｘ個のソースドライバーがしきい値電圧を検
出する動作を、Ｋを掛けることをＹ回繰り返し遂行することで、表示パネル１０上のすべ
ての有機発光ダイオード(ＯＬＥＤ)のしきい値電圧を検出することができるようになる。
【００５３】
　前記説明では一度検出された有機発光ダイオード(ＯＬＥＤ)のしきい値電圧をサンプル
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/ホールド及びデジタル信号に変換して保存することを例にして説明したが、信頼度向上
のためには何回(例:２回以上)にもわたって検出されたしきい値電圧の平均値を求めてサ
ンプル/ホールド及びデジタル信号に変換して保存することが望ましい。
【００５４】
　一方、図５は、本発明による有機発光ダイオード表示装置の駆動方法に対する流れ図と
して、これを説明すれば次のようである。
【００５５】
　先ず、しきい値電圧検出制御部は一番目水平ラインのしきい値電圧検出用トランジスタ
ーをターンオンさせる。このような状態で、ソースドライバーはプレチャージ電圧を出力
するようになるが、これはデータライン(ＤＬ１～ＤＬｎ)及び前記しきい値電圧検出用ト
ランジスターを通じて表示パネル上の一番目水平ラインに位置した有機発光ダイオードに
伝達されてそれらがプレチャージされる(Ｓ１)。
【００５６】
　前記ソースドライバーはＭ個のサンプル/ホールド用マルチプレクサーに一番目チャン
ネルを選択するようにサンプル/ホールド選択信号を出力する(Ｓ２)。
【００５７】
　前記一番目水平ラインに位置した有機発光ダイオードのプレチャージ電圧がしきい値電
圧まで放電されることを待つ(Ｓ３)。
【００５８】
　前記一番目水平ラインに位置した有機発光ダイオードのしきい値電圧のうちで前記サン
プル/ホールド用マルチプレクサーの一番目チャンネルに連結されたＭ個のしきい値電圧
を読み込んでＭ個のサンプル/ホールド回路を通じてサンプル/ホールドする(Ｓ４)。
【００５９】
　サンプル/ホールドされたＭ個のしきい値電圧をＡ/Ｄ変換器を通じてデジタル信号に変
換してメモリーに保存する(Ｓ５、Ｓ６)。
【００６０】
　ｋ番目サンプリングチャンネルのしきい値電圧まで処理が完了されたか確認してまだ完
了されなかったものとして判明されれば、前記Ｍ個のサンプル/ホールド用マルチプレク
サーを通じて次のチャンネルを選択して、その度に該当チャンネルに連結されたＭ個のし
きい値電圧を前記のようにデジタル信号に変換して、メモリーに保存する動作を繰り返し
遂行して、１水平ラインの有機発光ダイオードのしきい値電圧をメモリーに保存する(Ｓ
７)。
【００６１】
　前記のような過程を通じて一番目水平ラインに配列された有機発光ダイオードのしきい
値電圧を読み込んでメモリーに保存した後次の水平ラインに配列された有機発光ダイオー
ドに対して前記の過程を繰り返し遂行して、表示パネルに配列されたすべての有機発光ダ
イオードのしきい値電圧がメモリーに保存される(Ｓ８、Ｓ９)。
【００６２】
　以後、表示パネルを駆動させて映像をディスプレイするようになるが、この時前記メモ
リーに保存された各有機発光ダイオードのしきい値電圧が元々のしきい値電圧に比べて変
化された程度によってデータ信号を償って出力する(Ｓ１０、Ｓ１１)。
【００６３】
　以上で本発明の望ましい実施例に対して詳しく説明したが、本発明の権利範囲がこれに
限定されるものではなく、次の請求範囲で定義する本発明の基本概念を土台でより多様な
実施例で具現されることができるし、このような実施例も本発明の権利範囲に属するもの
である。
【符号の説明】
【００６４】
１０　表示パネル、
１１　画素、
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２０　ゲートドライバー、
３０　ソースドライバー、
３１Ａ～３１Ｎ　入力用マルチプレクサー、
３２Ａ～３２Ｎ　バッファー、
３３Ａ～３３Ｍ　サンプル/ホールド用マルチプレクサー、
３４Ａ～３４Ｍ　サンプル/ホールド回路、
３５　Ａ/Ｄ変換器、
４０　しきい値電圧検出制御部。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】
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摘要(译)

要解决的问题：提供一种技术，当检测和补偿OLED显示面板的OLED的阈值电压的变化时，允许使用较少数量的采样/保持电路。
解决方案：用于驱动OLED显示器的电路包括源驱动器，其通过将显示面板上的数据线之外的k条数据线组分别连接到M个多路复用
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器的输入通道来检测布置在相应水平线上的所有OLED的阈值电压。每条
水平线连接数据线k次并根据需要重复操作，以通过M个采样/保持电路对
检测到的阈值电压进行采样/保持，将采样/保持的阈值电压转换为数字信
号，并将数字信号存储在存储器中。 Ž


